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エステベス支部長 NTTデータオートモビリジェンス研究所
中井氏

▲▶クルージング風景

関東支部企画WG

　2023年8月24日（木）に関東支部例会としてセミナーと懇親
会（クルージング）を開催しました。久しぶりのリアル会合となり
ましたが、沢山の方にご参加いただき大変に盛り上がった例会
となりました。

関東支部セミナー
　支部セミナーでは、支部長の挨拶から始まり、講演1、講演2、
新人会員企業紹介２社、最後にJASA委員会からのイベント紹
介という流れで進行されました。以下にそれぞれの概要を紹介
します。

関東支部長の挨拶
　エステベス支部長からは、晩夏の猛暑にも関わらず60名超の
会員企業の皆様に集まって頂いたことへの感謝の言葉があり、
続いてこの時期の風物詩でもある甲子園決勝の話を交えつつ懇
親会も併せて充実した時間にして欲しい旨、挨拶がありました。
講演１
　NTTデータオートモビリジェンス研究所代表取締役社長中
井章文様より「NTTデータグループにおける組込領域へのこれ
までの取り組みと今後」と題し講演をいただきました。参加者か
らは以下のような感想がありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講演２
　株式会社経営承継支援 代表取締役社長 笹川敏幸様より
「事業承継事例セミナー」を実施頂きました。当講演は2022年
度12月の関東支部セミナーで実施頂いたM＆Aについてのセミ
ナーのより具体的な部分についてご説明頂きました。参加者から
は下記のような感想がありました。

新入会員企業紹介
　新入会企業として、ウィンボンド・エレクトロニクス株式会社、
株式会社ナイトテクノロジーにご紹介を頂きました。
JASA委員会イベント紹介
•人財交流委員会より、学生交流祭典の紹介（開催案内）
•教育研修コンテンツ事業推進委員会より、今後のオンライン研
修についてのヒアリング依頼

懇親会（クルージング）
　場所をクルーズ船フロンティアに移して開催しました。例年は
屋形船で行っていた懇親会を今年は少し趣向を変えて初めてク
ルージングを実施。参加者は60名とコロナ禍前と同等の規模で
開催できました。会員参加者同士、名刺交換や意見交換が行わ
れました。お台場や、レインボーブリッジの夜景に加え、羽田空港
に発着する飛行機を真下で見るなど、会員同士が写真撮影をし
たり普段の会議室やお店では見られないような交流が盛んに行
われました。
　今後も企画WGでは、会員企業同士が活発に交流のできる場
の提供や雰囲気作りに努めていきたいと考えております。

・車載系組込み領域について、今後のビジネス展開の参
考になった。
・アッセトベースのビジネスモデルへの進化は、そのとお
りだと思った。ビックデータ、AI、デジタルツインを活用し
ていくことは非常に重要。ビックループと言われていた市
場のデータをフィードバックさせ、製品に反映させ改善し
ていくことは、その通りだと思った。
・テスラに対抗すべく頑張っている企業がある事、大変
興味深かった。また、シミュレーションでの町と現実の町
の両方でテストを進めていること。色々なやり方があるこ
とが学べた。

・M&Aは、全く知らなかったが、価格の決まり方や、中
小の場合は、友好的M&Aしかないなど、興味深く聞くこ
とができた。
・価格決定のプロセスがわかりやすく説明されていて大
変ためになった。
・M&Aにおける企業価値の評価法が大変勉強になった。



13Bulletin JASA  2023  Oct.  vol.87

　２０２３年９月１４日（木）15:00より、TKPガーデンシティ札幌駅前（5階）にて、JASA北海
道支部共催で開催されました。また、北海道経済産業局様、札幌市経済観光局様のご後援、
北海道ＩＴ推進協会様、UOS北海道支部様の協賛をいただきました。
　テーマとしては、「AIで展開する未来」サブテーマとして「1990年代のアナログからデジタル
へ事業運営の手法が変化した。今、人工知能（AI）をいかに事業に活用するかが問われてい
る」を掲げ、２つの講演とJASAの紹介の３本建てのセミナーとなりました。
　プログラム１では、グーグル・クラウド・ジャパン執行役員内山 純一郎様をお迎えし、「組込
み系エンジニアのための生成AIとセキュリティ」の題目で講演が行われました。内山様はサイ
バーセキュリティ専門家として30年を超えるグローバルな経験を持っておられます。講演の内
容としては、生成AI分野では、2022年にグーグルが発表したPALM２についてお話をされ、AI
にまつわるサイバー攻撃、セキュリティについて言及されました。
　プログラム２では、JASA渡辺副会長からJASAの紹介がされました。
　そして、プログラム３では、株式会社Bee中村仁昭（よしあき）様より、「組込みAIの現状の
紹介と、組込みでの生成AIの可能性」の題目で講演されました。中村様は組込みAIの実装例、
また実際にAIエンジンを動かされて実演され、技術者の方の強い興味を引き出しておられま
した。
　セミナー出席者は、リアル参加が63名、関係者、スタッフを入れると77名と会場がほぼ満
席となる大盛況になりましたこと、来場者の皆様、関係者・スタッフの皆様にお礼申し上げます。

　２０２３年8月2１日（月）13:30より、いわて県民情報交流センターアイーナにて、盛岡市と
JASA東北支部の共催でセミナーを開催いたしました。
　盛岡市が、2021年にスタートした、「MULTIMONOMORIOKA（盛岡のIT・AI・IoT・
DX・ものづくりの連携プラットフォーム）」は、ＩＴとものづくり産業等の発展のために、全国
から企業が参画し未来技術にチャレンジするプラットフォームです。本年度もこのMULTI -
MONOMORIOKA活動の一環として、「地域企業のDX推進とリスキング重要性」と題し、
３つのセミナーが開催されました。
　株式会社エクスモーション代表取締役社長（JASA副会長）である渡辺博之より、「リスキ
リングで挑む開発現場DX」の題目で講演が行われました。ソフトウエアファースト、アジャイ
ルな仮説検証型の開発、ソフトウエアの内製化、そのための「リスキング」が必要、そして仮
説検証型かつフレキシブな人材育成が必要性を論じられました。
　Accenture南野泰和様、熊谷様より「スマートシティプラットフォーム（都市ＯＳ）とその
サービスについて」の題目で会津若松市・会津大学・Accentureによるスマートシティの取
り組みについてご紹介いただきました。スマートシティの目的はその地域に住む人々が幸せ
になることです。
　Accenture鈴木鉄平様より「中小製造業生産性向上と地域ＩＴ企業リスキングで考え
る」の題目で講演が行われました。重要なことは仕事の生産性を上げて儲かる会社を作っ
て安定した収入を得られる地域作り。中小企業が儲かるためのDXとは、「まずはデータを整
える」いきなりのDX化は無駄である。ソフト開発はあるものをうまく使う。
　最後に、武部専務理事からJASA活動に関しご紹介させて頂きました。終了後、居酒屋
じょ居で交流会が盛大に行われました。
　セミナー出席者は、リアル参加が43名、WEB参加が23名、合計66名のご出席をいただ
きました。大変盛況なセミナーとなりましたこと皆様にお礼申し上げます。

ビジネス交流委員会

北海道交流セミナー報告

東北交流セミナー報告

（右）挨拶する盛岡市交
流推進部観光課長曽根
田雅彦氏
（上）エクスモーション
渡辺氏のセミナー風景

Accenture 南野氏（左）と鈴木氏

挨拶する北海道経済産業局
地域経済部次長
酒井哲也氏

セミナー風景。
（上）グーグル・クラウド・ジャパン内山氏 
（下）Bee 中村氏
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